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シリーズ

　7月になり、本格的な夏が始まりました。強い日差しや高い気温にさらされると、体は汗をかいて体温を調
節しようとします。このときに気を付けたいことが体の「脱水」です。脱水状態になり、体内の水分量が減ると
血液の量も減ってしまいます。腎臓は血液をろ過し、尿をつくる臓器であるため、血液が減り、血流が悪くな
ると腎臓の働きも悪くなり、老廃物のろ過がうまくできなくなります。脱水後すぐに水分を補
給することで腎臓の機能は回復しますが、過度の脱水をくり返してしまうと腎臓の機能
はどんどん低下します。老廃物が腎臓にたまることで急性腎障害を引き起こすこ
ともあります。「喉が渇いた」と感じていなくても、こまめに水分補給をして脱水
を防ぎましょう。

脱水と腎臓の関係 
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７月は「社
会を明るくする運動」の強調月間です

ss田川保護区保護司会　☎42-0509

　「社会を明るくする運動」は、すべての国民が、犯
罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生につい
て理解を深め、それぞれの立場において力を合わ
せ、犯罪や非行のない明るい社会を築こうとする全
国的な運動です。
　犯罪や非行の背景には、望まない孤独や社会的
な孤立など、社会におけるさまざまな「生きづらさ」
が存在していることが少なくありません。その生き
づらさに寄り添い、人と人が互いに支え合うコミュ
ニティを築くことこそが、安全で安心な明るい社会
の実現につながっていきます。
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犯罪や非行が生まれる場所は地域社会であり、
また罪を犯した人や非行に走った少年の更生を促
す場所も地域社会にほかなりません。そして、その更
生を実効あるものとするためには、本人の意欲だけ
ではなく、本人を取り巻く地域社会の理解と協力が
不可欠です。
　今回も、本運動の名称を「社会を明るくする運動」
～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチ
カラ～としました。
　地域のみなさんが、安心して暮らすことのできる
安全な地域社会の実現を図り、罪を犯した人たちや
非行に走った少年の立ち直りを温かい目で見守りつ
つ、援助の手をさしのべ、明るい社会を作りましょう。

～ 犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ ～
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